
１ 当初予算（要求）額（千円）

２ 当初予算（決定）額（千円）

３ 事業概要
健康寿命を延伸し、みんながより健康でこころ豊かに生活できる「健康立県ぎふ」の
実現のためには、県民一人ひとりが自主的かつ積極的に健康づくりに取り組む必要があ
ることから、以下の目標を掲げて「健康障害半減運動」を展開する。

※ ４０歳から６４歳までの県民のうち、がん、心疾患、脳血管疾患で亡くなった方の
数（平成１３年中）
４ 施策の効果
県民に最も身近な市町村の当該運動に対する取り組みを促進させることにより、目標
達成をより確実なものとする。
５ 要求の内容
健康障害半減運動に呼応し、独自の半減計画を策定して積極的に事業展開を図る市町
村をモデル市町村として指定し、当該市町村が行う関連事業に対し助成を行う。
モデル市町村：７市町村（各圏域１市町村、南飛騨地域２町村）
補助対象事業：半減運動に取り組む市町村のモデルケースとなる事業
補 助 率：補助対象事業費の１／２以内、１市町村当たり１，０００千円以内
６ 用語の解説
補完・代替医療＝西洋医学の理論に基づいた医療以外の医療
７ 決定内容
健康障害半減推進特別事業費補助金 ７，０００千円

所 属 健康福祉環境部健康政策課

担当(係)名 健康増進担当 内 線 ２５２５

（款）４ 衛 生 費 （項）１ 医 務 費 （目）(３)健康増進対策費

（明細書事業名)○健康づくり推進費
健康障害半減推進特別事業費補助金

７，０００

７，０００

（前年度 ０）

【財源内訳】 一般財源
7,000

目標：壮年期の三大生活習慣病死亡者を５年間で半減（※１，７００人→８５０人)

早期発見・早期治療
①健康診断体制の充実
②相談指導体制の充実
③医療供給体制の充実

治療技術の改革
①先進的医療技術の導
入
②補完・代替医療の活用

予防(生活習慣の改善)
①健康法の実践支援
②予防のための体制整
備
③健康づくり知識の普及

関連事業 (1) 岐阜県方式健康診断普及事業 5,000千円
(新規) (2) 前立腺がん対策支援特別事業 1,300千円
(3) 健康医療フロンティアセンター事業 5,700千円
(4) 補完・代替医療普及事業 400千円
(5) 女性のためのヘルスアップセミナー開催事業 2,000千円
(6) 健康障害半減重点課題対策事業 3,800千円



(7) 健康づくり応援団等支援・顕彰事業 1,200千円


